
ジェンダー平等と
　 女性のエンパワメント

JICAの協力指針
　ジェンダー平等と女性のエンパワメントの推進は、
人間の安全保障の視点に基づく公正で持続可能な
開発の実現に向けて取り組むべき重要な課題です。
ジェンダー平等と女性のエンパワメントの推進は、女
性や女児の人権の保障に向けて重要であるのみなら
ず、経済成長や貧困削減を効果的に推進していくた
めの有効な手段でもあります。

　2015年9月に国連総会で、国際社会共通の目標
として合意された、「持続可能な開発目標（Sustain-
able Development Goals: SDGs）」においても、

「ジェンダー平等と女性・女児のエンパワメント」の推
進は、独立した開発目標として掲げられています。ま
た、貧困削減や質の高い教育の推進、すべての人の
健康と福祉の推進、平和で公正な社会づくりといっ
た、国際社会がめざすあらゆる開発目標の達成に向
けても、ジェンダー平等と女性のエンパワメントを意
識した取り組みを横断的に進めることが重要である
ことが明記されています。

　これまでの国際社会の努力によって、教育や保健、
労働市場等におけるジェンダー格差は大きく是正さ
れてきました。しかしながら、依然として多くの国で、
社会のあらゆる面に性別に基づく差別的な慣行や法
律が残っており、多くの女性たちの健康や命が脅か
されています。また、女性たちは自らの生活や人生に
影響を及ぼす決定に参画する機会を十分に得られて
いません。貧困状態にある家庭が最初に犠牲にする
のは女性や女児のニーズであることが多く、栄養不
足や過重労働、教育機会の喪失、高い妊産婦死亡率
といったさまざまな影響が女性や女児に深刻に表れ
ています。ドメスティック・バイオレンスや性暴力、幼
児婚や人身取引といったジェンダーに基づく暴力も
深刻な課題です。紛争やテロ、感染症、自然災害の発
生時には、さらにそのしわ寄せの多くが女性や子ども
に及んでおり、世界の多くの女性たちが厳しい状況
に置かれています。

　JICAは「人々が明るい未来を信じ多様な可能性を
追求できる、自由で平和かつ豊かな世界」の実現に
向けて、グローバル化に伴う課題への対応、公正な成
長と貧困削減、ガバナンスの改善といった課題に対
し、『人間の安全保障』と『質の高い成長』の視点に基
づく取り組みを迅速に実施することをその目標に掲
げています。

　ジェンダー平等と女性のエンパワメントを推進す
ることは、一人ひとりの人間を中心に据え、すべての
人々の尊厳の保障とエンパワメントを推進しようとす
る「人間の安全保障」の理念の具体化につながるも
のです。また、政策や制度上の差別を是正し、女性や
女児の能力強化を推進していくことは、より強靭で持
続可能な世界の実現に大きく貢献する取り組みでも
あります。

　こうした中、JICAは国際協力の実施において、ジェ
ンダー平等と女性のエンパワメントに向けた取り組

みを一層強化していきます。協力の実施にあたって
は、各地域・社会の開発や平和の定着における重要な

「担い手」（主体）として女性の役割や能力を認識し、
女性たちが、自分自身の生活や人生を決定する力を
身に着け、家庭や企業、政治などさまざま意思決定過
程に参加し、社会や環境を変えていく力をもつことが
できるよう、女性たちのリーダーシップと社会参画を
推進していきます。
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